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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期累計期間（平成27年4月1日～平成27年12月31日）におけるわが国経済は、政府による経済・金融政策の

継続による円安・株高傾向を背景に、企業収益の改善が見られ、景気は緩やかな回復基調で推移しておりますが、中国

をはじめとする新興国の景気減速の懸念や実質賃金の微増に対する個人消費の伸び率の鈍化等、依然として先行き不透

明な状況が続いております。

　

　当社を取り巻く事業環境につきましては、「情報サービス業界」において、幅広い分野でソフトウェア投資の回復基調

が続き、金融機関をはじめとして、官公庁、エネルギー、流通・サービスの各分野で投資が拡大する一方で、人材不足

が顕著化しております。

　「人材ビジネス分野」におきましては、人材不足を背景とした成長基調にありますが、法改正（※1）に伴う派遣スタ

ッフ社員の無期雇用化やキャリアアップ支援等に関する派遣元におけるコストの増加要因に加え、人材調達の確保難や

価格競争の激化から多くの派遣登録者数を抱える大手派遣企業の寡占化が強まるものと予想されます。

　このような状況の中、「システムソリューションサービス事業」においては、公共・税関連、Ｗｅｂアプリケーション

開発、アナリティクスの３セグメントを成長ビジネスとして、新規顧客の獲得、人材の育成など、事業活動を積極的に

推進してまいりました。

　「ＢＰＯサービス事業」においては、人材派遣事業からアウトソーシング事業への早期転換を目指すべく、神奈川県

横浜市に新設したコールセンターにて、神奈川県警のアウトバウンドサービスを受託するなど、公共案件での成果をは

じめ、ＮＴＴグループが推進する光コラボ（※2）・ビジネスへの進出を図るなど、新たな事業領域への展開に向け、積

極的に取り組み推進しました。

　以上の結果、当第３四半期累計期間における業績は、売上高5,819百万円(前年同四半期比1.5％増）、営業利益255百万

円（同23.4％増）、経常利益257百万円（同23.2％増）、四半期純利益168百万円（同29.4％増）となりました。

セグメントの業績状況は、次のとおりであります。

（百万円未満は切り捨て）

前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間 対前年同期増減率

セグメント名 売上高
セグメン
ト利益

売上高
セグメン
ト利益

売上高
セグメン
ト利益

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （％） （％）

システムソリューションサービス 2,870 412 3,242 472 13.0 14.6

ＢＰＯサービス 2,864 107 2,576 113 △10.1 5.5

合 計 5,735 520 5,819 586 1.5 12.7
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①システムソリューションサービス事業

公共・税関連は、マイナンバー、電子申告の案件獲得や、Ｗｅｂアプリケーション開発における、電力・保安業

務・オムニチネルの新規受注、アナリティクスについては、企業様向けの分析サービスや医療機関向けの集計業務

に加え、様々なＢＩツールに対応するダッシュボード製品の開発などを推進する一方、人材不足への対応につきま

しても、沖縄企業へのニアショア開発の推進、ベトナム企業へのオフショア開発準備も取り組みすることで、全体

的に売上高が増加したことにより、収益力が向上した結果、当第３四半期累計期間における売上高3,242百万円（前

年同四半期比13.0％増）、セグメント利益（営業利益）472百万円（同14.6％増）となりました。

②ＢＰＯサービス事業

主力の物販関連のアウトソーシングサービスの改善や当期受注した神奈川県警のアウトバウンドサービス、新規

受注した公衆電話撤去案件等が順調に推移する一方、人材派遣サービスの減少が影響し、売上高が減少したものの

収益力が向上した結果、当第３四半期累計期間における売上高2,576百万円（前年同四半期比10.1％減）、セグメン

ト利益（営業利益）113百万円（同5.5％増）となりました。

※1 法改正

改正労働契約法：①「雇止め法理」の法定化（平成24年8月10日施行）②無期労働契約への転換（平成25年

　 4月1施行）③不合理な労働条件の禁止（平成25年4月1日施行）

改正労働者派遣法：①専門26業務の撤廃②例外を除き3年を上限とした期間制限③「特定労働者派遣事業」

　 の廃止④「無期雇用化」を含めた雇用の安定措置⑤均衡待遇と派遣労働者のキャリア

　 アップ措置などが主な改正内容である（平成27年9月30日施行）。

※2 光コラボ：ＮＴＴ東日本・ＮＴＴ西日本が提供する光ファイバーサービス「フレッツ光」を他の事業者が借

り受け、事業者がオリジナルの料金やサービスを再販する形態の光ファイバーサービスのこと。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第３四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末と比較して23百万円減少し、3,752百万円となりまし

た。

　流動資産は、前事業年度末と比較して4百万円減少し、3,602百万円となりました。これは主に、仕掛品33百万円

及びその他流動資産8百万円等が増加したものの、現金及び預金29百万円及び売掛金17百万円が減少したことによる

ものであります。

　固定資産は、前事業年度末と比較して18百万円減少し、150百万円となりました。これは主に、投資その他の資産

2百万円が増加したものの、有形固定資産10百万円及び無形固定資産10百万円が減少したことによるものでありま

す。

（負債の部）

当第３四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末と比較して149百万円減少し、879百万円となりまし

た。

　流動負債は、前事業年度末と比較して151百万円減少し、864百万円となりました。これは主に、買掛金33百万円

及び未払金12百万円が増加したものの、未払法人税等26百万円、賞与引当金83百万円、役員賞与引当金2百万円及び

その他流動負債85百万円が減少したことによるものであります。

　固定負債は、前事業年度末と比較して1百万円増加し、15百万円となりました。これは主に、役員退職慰労引当金

2百万円が増加したこと等によるものであります。

(純資産の部）

当第３四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末と比較して125百万円増加し、2,873百万円となり

ました。これは、当第３四半期純利益168百万円による増加及び配当金45百万円による減少等によるものでありま

す。
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（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年5月8日付、平成27年3月期 決算短信〔日本基準〕（非連結）で公表しました業績予想における変更はご

ざいません。

　なお、本資料発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、今後様々な要因により修正が

生じる場合は、速やかにお知らせ致します。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,493,499 2,463,998

売掛金 1,008,499 991,490

仕掛品 2,325 35,835

繰延税金資産 86,991 86,991

その他 21,932 30,083

貸倒引当金 △5,898 △5,762

流動資産合計 3,607,350 3,602,637

固定資産

有形固定資産 49,864 38,893

無形固定資産 31,968 21,647

投資その他の資産 87,115 89,535

固定資産合計 168,948 150,076

資産合計 3,776,299 3,752,714

負債の部

流動負債

買掛金 162,568 196,480

未払金 320,112 332,346

未払法人税等 76,512 50,343

賞与引当金 181,251 97,932

役員賞与引当金 8,000 5,917

その他 266,817 181,043

流動負債合計 1,015,262 864,062

固定負債

長期未払金 494 399

役員退職慰労引当金 12,920 14,974

固定負債合計 13,414 15,373

負債合計 1,028,676 879,435

純資産の部

株主資本

資本金 309,024 309,024

資本剰余金 209,024 209,024

利益剰余金 2,215,011 2,337,965

株主資本合計 2,733,059 2,856,013

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 14,563 17,265

評価・換算差額等合計 14,563 17,265

純資産合計 2,747,622 2,873,278

負債純資産合計 3,776,299 3,752,714
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 5,735,632 5,819,086

売上原価 5,117,090 5,077,687

売上総利益 618,541 741,399

販売費及び一般管理費 411,196 485,626

営業利益 207,345 255,772

営業外収益

受取利息 1,087 1,151

受取配当金 305 300

その他 230 284

営業外収益合計 1,623 1,736

経常利益 208,968 257,509

税引前四半期純利益 208,968 257,509

法人税、住民税及び事業税 78,927 89,215

四半期純利益 130,041 168,293
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 平成26年 4月 1日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成27年 4月 1日
　至 平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 208,968 257,509

減価償却費 15,885 24,289

貸倒引当金の増減額（△は減少） 54 △136

賞与引当金の増減額（△は減少） △116,480 △83,319

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,026 2,054

受取利息及び受取配当金 △1,392 △1,451

売上債権の増減額（△は増加） △24,223 17,008

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,474 △33,510

仕入債務の増減額（△は減少） 38,195 33,911

未払金の増減額（△は減少） 48,771 24,435

その他 163,474 △99,003

小計 313,752 141,787

利息及び配当金の受取額 1,389 1,451

法人税等の支払額 △94,266 △112,659

営業活動によるキャッシュ・フロー 220,874 30,579

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,798 △9,030

無形固定資産の取得による支出 △10,102 △6,168

ゴルフ会員権の売却による収入 － 320

敷金の回収による収入 360 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △13,540 △14,878

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △45,166 △45,202

財務活動によるキャッシュ・フロー △45,166 △45,202

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 162,167 △29,501

現金及び現金同等物の期首残高 2,220,237 2,493,499

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,382,404 2,463,998
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

当第３四半期累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当第３四半期累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成26年4月1日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）1

四半期損益計
算書計上額
（注）2

システム
ソリューション

サービス
ＢＰＯサービス 計

売上高

外部顧客への売上高 2,870,966 2,864,665 5,735,632 ― 5,735,632

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,870,966 2,864,665 5,735,632 ― 5,735,632

セグメント利益 412,875 107,467 520,343 △312,997 207,345

（注）1．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△312,997千円は、各報告セグメントに配分されない全社費用であります。

なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３.報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注）1

四半期損益計
算書計上額
（注）2

システム
ソリューション

サービス
ＢＰＯサービス 計

売上高

外部顧客への売上高 3,242,909 2,576,177 5,819,086 ― 5,819,086

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,242,909 2,576,177 5,819,086 ― 5,819,086

セグメント利益 472,989 113,409 586,399 △330,626 255,772

（注）1．調整額は、以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額△330,626千円は、各報告セグメントに配分されない全社費用であります。

なお、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３.報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。
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５．補足情報

　 生産、受注及び販売の状況

① 生産実績

当事業年度における生産実績は、システムソリューションを提供しているシステムソリューションサービスのみ

で行っております。

事業部門 生産高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 2,063,386 118.5

合計 2,063,386 118.5

(注）1 金額は、販売価格によっております。

2 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

② 受注実績

当事業年度における受注実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 受注高（千円） 前年同期比（％） 受注残高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 2,904,039 110.4 984,427 106.6

ＢＰＯサービス 1,777,652 91.1 849,383 108.3

合計 4,681,691 102.2 1,833,811 107.3

(注）1 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2 上記の金額には、商品売上高も含んであります。

3 ＢＰＯサービスには、請負契約によるものと労働者派遣契約によるものの2種類が並存する契約形態を含みま

す。

③ 販売実績

当事業年度における販売実績をセグメント別に示すと、次のとおりであります。

事業部門 販売高（千円） 前年同期比（％）

システムソリューションサービス 3,242,909 113.0

ＢＰＯサービス 2,576,177 89.9

合計 5,819,086 101.5

(注）1 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

2 上記の金額には、商品売上高も含んであります。

3 ＢＰＯサービスには、請負契約によるものと労働者派遣契約によるものの2種類が並存する契約形態を含みま

す。

4 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期累計期間 当第３四半期累計期間

販売高（千円） 割合（％） 販売高（千円） 割合（％）

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 579,350 10.1 648,879 11.2

株式会社ＤＴＳ 523,462 9.1 630,914 10.8

郵便局物販サービス株式会社 724,812 12.6 624,238 10.7

(注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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